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奈
良
市
漢
国
町
に
所
在
す
る
念
仏
寺
は
、
琉
球
伝
道
や
『
琉
球
神
道
記
』
な
ど
数
多
く

の
著
作
で
知
ら
れ
る
近
世
初
頭
の
学
僧
・
袋
中
良
定
が
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
創
建

し
た
浄
土
宗
寺
院
で
あ
る
。
奈
良
・
南
山
城
を
活
動
舞
台
と
し
た
袋
中
晩
年
の
拠
点
の
一

つ
で
あ
り
、
著
作
『
降
魔
山
善
光
寺
舎
利
塔
記
』
の
自
筆
本
を
は
じ
め
と
す
る
遺
墨
や
所

用
具
、
手
沢
本
な
ど
袋
中
所
縁
の
文
化
財
が
今
も
多
く
伝
来
し
て
い
る
。

現
在
、
境
内
西
隣
に
は
念
仏
寺
山
古
墳
（
開
化
天
皇
陵
に
治
定
）
が
あ
る
が
、
当
初
は

こ
こ
も
念
仏
寺
境
内
で
、「
弘こ

う
ぼ
う
や
ま

法
山
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
山
の
上
に
は
経
蔵
や
墓
地
が
営

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
古
墳
が
現
状
の
前
方
後
円
墳
状
に
整
備
・
造
営
さ
れ
た
の
は
文
久
の

修
陵
の
と
き
で
あ
り
、
そ
の
際
に
山
全
体
が
大
掛
か
り
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
は
伊
達
宗
泰

氏
や
上
田
長
生
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

１
）。
修
陵
の
実
態
を
生
々
し
く

知
り
う
る
陵
墓
研
究
史
上
の
重
要
事
例
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

筆
者
ら
は
一
般
共
同
研
究
「
中･

近
世
畿
内
寺
院
史
料
の
調
査･

研
究
と
研
究
資
源
化

―
般
若
寺
お
よ
び
念
仏
寺
を
中
心
と
す
る
―
」
で
実
施
し
た
念
仏
寺
所
蔵
文
書
の
悉
皆
調

査
に
お
い
て
、
境
内
や
「
開
化
天
皇
陵
」
を
描
い
た
近
世
・
近
代
の
絵
図
を
複
数
確
認
し

た
。
す
で
に
伊
達
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
絵
図
も
あ
る
が
、
近
世
・
近
代
の
陵
墓
研
究
に

お
い
て
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
た
め
、
改
め
て
こ
こ
に
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

史
料
１
は
「
天
保
六
未
年
五
月
地
面
御
改
之
節
絵
図
面
」
と
あ
り
、
天
保
六
年
（
一
八

三
五
）
の
検
地
の
際
に
作
成
さ
れ
、
明
細
帳
に
添
え
ら
れ
た
境
内
図
の
控
え
で
、
修
陵
前

の
近
世
念
仏
寺
境
内
の
状
況
を
知
り
う
る
貴
重
な
絵
図
で
あ
る
。
北
端
の
油
坂
町
屋
敷
地

の
買
得
地
や
、
北
西
の
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
の
修
陵
の
際
に
設
定
さ
れ
た
「
御
陵

垣
内
」
の
除
地
が
朱
線
で
囲
ま
れ
、
詳
細
な
注
記
が
あ
る
の
は
、
検
地
を
契
機
と
す
る
こ

史
料
紹
介
と
研
究

服
部
　
光
真

奈
良
念
仏
寺
所
蔵
の
「
開
化
天
皇
陵
」
関
係
絵
図

史
料
１　

天
保
六
未
年
五
月
地
面
御
改
之
節
絵
図
面　
（
縦
三
三
・
四
糎
×
横
四
四
・
二
糎
）
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史
料
２　

此
度
御
引
上
ケ
御
用
地　
（
縦
八
九
・
五
糎
×
横
五
三
・
七
糎
）
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の
絵
図
の
作
成
事
情
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。

境
内
東
側
に
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
造
立
の
本
堂
（
現
存
）、
明
暦
二
年
（
一
六

五
六
）
造
立
の
鐘
楼
堂
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
造
立
の
愛
染
堂
、
元
禄
二
年
（
一
六

八
九
）
造
立
の
表
門
（
現
存
）、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
造
立
の
稲
荷
堂
な
ど
が
描
か

れ
て
い
る
。
現
在
で
は
失
わ
れ
た
建
物
も
多
い
が
、
他
の
古
文
書
や
棟
札
の
情
報
と
も
よ

く
対
応
し
て
お
り
、
袋
中
以
来
の
伽
藍
整
備
に
よ
っ
て
確
立
し
た
近
世
念
仏
寺
の
寺
観
を

よ
く
示
し
て
い
る
。

境
内
西
側
に
弘
法
山
が
描
か
れ
る
が
、「
開
化
帝
御
陵
」
と
さ
れ
て
い
る
の
が
山
上
の

円
丘
部
分
の
み
で
あ
る
の
は
元
禄
期
の
治
定
に
基
づ
い
て
い
る
。
当
時
、
山
上
に
は
袋
中

蒐
集
の
一
切
経
を
納
め
る
経
蔵
も
あ
っ
た
が
、
文
久
の
修
陵
に
際
し
て
は
円
丘
部
分
の
み

で
な
く
、
経
蔵
の
あ
っ
た
部
分
を
含
む
弘
法
山
全
体
が
開
化
陵
に
治
定
さ
れ
て
大
掛
か
り

に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
「
開
化
天
皇
御
陵
御
門
」
と

塀
で
境
内
内
部
を
区
切
り
、
弘
法
山
を
区
別
す
る
認
識
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

史
料
２
は
、
文
久
の
修
陵
で
陵
墓
用
地
と
し
て
接
収
さ
れ
る
土
地
の
範
囲
を
朱
線
で
示

す
絵
図
で
、
伊
達
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。
下
部
に
住
持
真
誉
や
講
中
、
町
役
人
ら
の
署

判
の
写
し
が
あ
り
、
本
絵
図
は
念
仏
寺
側
で
作
成
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
控
え
と
み
ら
れ
る
。

接
収
地
を
示
す
朱
線
は
、
そ
の
ま
ま
新
た
に
造
営
さ
れ
た
「
開
化
陵
」
の
形
を
呈
し
て

い
る
。
下
図
に
は
修
陵
以
前
の
念
仏
寺
境
内
や
今
辻
子
町
、
油
坂
町
の
町
屋
、
田
畑
の
様

子
が
描
か
れ
て
お
り
、
現
状
の
古
墳
が
、
文
久
の
修
陵
に
際
し
て
周
辺
の
景
観
を
い
か
に

大
改
変
し
て
新
造
さ
れ
た
か
が
見
て
取
れ
よ
う
。

修
陵
前
、
山
上
に
は
経
蔵
の
ほ
か
開
山
の
大
檀
越
で
あ
る
久
松
松
平
定
勝
の
供
養
碑

や
、「
土
俗
墓
」「
僧
俗
墓
」（
僧
侶
や
檀
家
の
墓
塔
、
無
縁
墓
）
が
林
立
し
、
墓
地
が
一

帯
に
営
ま
れ
て
い
た
。
文
久
の
修
陵
で
は
、
こ
の
経
蔵
や
墓
地
が
境
内
東
側
の
代
替
地
に

移
さ
れ
、
山
全
体
が
現
状
の
前
方
後
円
墳
状
に
大
改
変
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
念
仏
寺
文
書

か
ら
は
、
移
転
先
の
墓
地
の
配
置
計
画
図
や
、
修
陵
直
後
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の

念
仏
寺
と
開
化
天
皇
陵
を
描
い
た
絵
図
、
明
治
期
の
開
化
天
皇
陵
図
な
ど
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
文
久
の
修
陵
の
実
態
や
そ
れ
に
伴
う
景
観
の
変
化
、
修
陵
後
の
陵
墓
の

管
理
な
ど
に
つ
い
て
豊
富
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
絵
図
の
一
部
は
、
元
興
寺
特
別
展
「
袋
中
上
人
と
山
の
寺
念
仏
寺
」（
二
〇

二
二
年
一
〇
月
二
二
日
～
一
一
月
一
三
日
）
お
よ
び
奈
良
市
史
料
保
存
館
企
画
展
「「
山

の
寺
」
念
仏
寺
と
江
戸
時
代
の
奈
良
町
」（
一
〇
月
一
八
日
～
一
一
月
一
三
日
）
で
紹
介

し
て
い
る（

２
）。
ま
た
、
念
仏
寺
文
書
の
全
体
の
概
要
に
つ
い
て
は
共
同
研
究
の
成
果
報
告
書

を
刊
行
し
、
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

註（１
）
伊
達
宗
泰
「
開
化
陵
（
念
仏
寺
山
・
坂
ノ
上
山
・
弘
法
山
古
墳
）
は
前
方
後
円
墳
な
の
だ
ろ

う
か
」（『
古
代
学
研
究
』
一
五
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
上
田
長
生
「「
聖
域
」
の
形
成
」（
同
著

『
幕
末
・
維
新
期
の
陵
墓
と
社
会
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
二
年
）。
以
下

の
叙
述
で
も
念
仏
寺
文
書
の
ほ
か
、
両
論
文
の
成
果
に
拠
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
２
）
図
録
を
兼
ね
た
書
籍
と
し
て
、
念
仏
寺
・
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
編
『
袋
中
上
人
と
山
の
寺

念
仏
寺
』（
な
ら
文
化
交
流
機
構
、
二
〇
二
二
年
）
を
刊
行
し
た
。

（
服
部
光
真
：
公
益
財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
主
任
研
究
員
／
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同

利
用
・
共
同
研
究
拠
点
共
同
研
究
員
）

　 史料２のうち弘法山の山上部分拡大（中央の大きな建物が経蔵）




